
取らないときどき取る毎日取る

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）
学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元を離れている 全体

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元で暮らしている 全体

全体 11.426.462.2

5.621.273.2

15.780.5

24.271.1

7.422.769.9

6.923.669.5

20.834.844.5

14.727.957.5

26.735.537.8

21.241.337.5

23.237.739.1

N 親元で
暮らしている

親元を離れている

一人暮らし 学生寮 家族（兄弟など）と
同居

友人などと同居
（ルームシェア） その他

全体 3178 62.2 22.7 9.9 2.6 1.7 0.8

女子全体 1371 61.6 20.9 10.8 3.2 2.8 0.7

文系１年 382 57.6 16.8 18.8 3.4 2.6 0.8

文系２年 319 60.5 21.9 11.9 2.5 2.8 0.3

文系３年 275 56.7 26.9 6.2 5.5 4.4 0.4

文系４年以上 216 64.8 23.6 6.0 1.9 2.8 0.9

理系１年 53 73.6 17.0 7.5 1.9 0.0 0.0

理系２年 50 72.0 18.0 2.0 0.0 4.0 4.0

理系３年 42 81.0 7.1 4.8 4.8 0.0 2.4

理系４年以上 34 76.5 17.6 2.9 2.9 0.0 0.0

男子全体 1807 62.8 24.1 9.2 2.2 0.9 0.8

文系１年 387 58.4 20.9 17.1 2.3 0.5 0.8

文系２年 337 62.6 22.3 10.7 2.7 0.6 1.2

文系３年 320 62.5 27.2 6.3 2.2 1.6 0.3

文系４年以上 252 63.1 29.0 4.0 1.6 1.2 1.2

理系１年 143 58.0 20.3 18.2 2.1 0.7 0.7

理系２年 127 71.7 24.4 2.4 0.0 0.8 0.8

理系３年 131 72.5 21.4 3.8 1.5 0.8 0.0

理系４年以上 110 62.7 29.1 0.9 5.5 0.9 0.9

表2　現在の居住形態 （％）
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では、「親元で暮らしている」「親元を離れている」別に、日常生活（朝食の習慣、運動の頻度、睡眠時間、通学手段、通学時間）
をみていきましょう。

朝食の習慣は、居住形態と大きく関連しているようです（図6）。「朝食を毎日取る」比率をみると、明確に、親元で暮らしている
グループで高く、親元を離れているグループで低い傾向があります。親元で暮らしている場合には73％が「毎日取る」のに対して、
親元を離れている場合には45％にとどまり、「ときどき取る」が35％、さらに「取らない」も21％を占めます。またそれぞれのグルー
プ内では1年で高く、2年以上はその比率が低くなり、かわって「ときどき取る」比率が高くなります。

生活習慣

2018年度調査では、現在の居住形態と学生生活との関連をみていきます。まず、現在の居住形態を性別・文理・学年別にみると、表
2のように、全体では「親元」62％、「一人暮らし」23％、「学生寮」10％と、「親元」で暮らしている人が多くなっています。男子の方
が女子よりもやや「一人暮らし」の比率が高いものの、性別よりも文理・学年別に傾向があるようです。すなわち、「親元」で暮らす比
率は、男女とも同学年内では、総じて文系よりも理系で高くなっています。また、「学生寮」は男女・文系・理系とも1年で高く、高学
年で低くなります。対照的に「一人暮らし」は総じて高学年で高い傾向がみられます。

図6　居住形態・学年別にみた朝食の習慣

2. トピック①  居住形態（親元か否か）別にみた学生生活



月に1回 していない週に1、2回週に3回以上

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元を離れている 全体

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元で暮らしている 全体

全体 28.814.534.722.0

29.714.436.019.9

24.79.742.523.1

28.538.4 14.818.3

34.014.930.220.9

20.1 33.230.516.2

27.314.632.725.5

23.412.628.2 35.8

28.914.532.624.0

27.413.530.628.5

31.819.530.018.6

6時間 7時間 8時間 9時間 10時間以上5時間5時間未満

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元を離れている 全体

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元で暮らしている 全体

全体 10.026.337.616.67.1

8.725.838.617.57.3

5.325.440.320.87.2

7.322.041.418.88.7

8.926.238.417.17.0

15.531.032.511.76.1

11.927.236.015.16.7

9.228.933.119.47.5

10.123.541.414.08.5

12.925.838.712.95.9

18.231.430.511.8
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つづいて、運動の習慣をみていきましょう。図7のように、運動の頻度は、全体では35％が「週に1、2回」となっています。居
住形態との関連よりも、総じて低学年で頻度が高く、高学年で低い傾向を指摘できます。1年では「週に3回以上」と「週に1、2回」
が合わせて6割を上回るのに対して、4年以上では5割を下回っています。

また、睡眠時間をみると、図8のように、居住形態との関連はみられません。運動習慣と同じく、学年との関連が強いようです。
学年が低いほど概して睡眠時間が短い人の比率が高く、高学年で低くなっています。1年、2年では「5時間未満」と「5時間」の比
率が3割程度であるのに対して、4年以上では2割以下となっています。

図7　居住形態・学年別にみた運動の頻度

図8　居住形態・学年別にみた睡眠時間



その他（自転車のみなど）公共交通機関（電車・地下鉄・バス）徒歩のみ

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元を離れている 全体

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元で暮らしている 全体

全体 5.183.0

96.4

96.7

95.7

95.7

98.0

61.3 9.229.5

8.226.4

9.425.1

8.035.5

12.333.6

65.4

65.5

56.4

54.1

11.8

30分以上1時間以内 1時間以上1時間30分以内
1時間30分以上2時間以内 2時間以上

15分以上30分以内15分以内
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学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元を離れている 全体

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元で暮らしている 全体

全体 10.733.9 27.312.611.8

5.616.639.632.25.2

6.016.539.831.35.5

5.116.939.431.85.8

5.214.739.735.5

6.118.539.629.95.1

7.436.824.829.6

8.037.825.428.1

6.538.126.427.0

8.435.519.934.1

6.434.527.730.0
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通学手段は、図9のように、居住形態ごとで大きく異なっています。親元で暮らしている場合にはほぼ全員が「公共交通機関」を
利用しているのに対し、親元を離れている場合には、「公共交通機関」の利用が6割程度にとどまり、「徒歩のみ」「その他」（自転車
のみなど）が合わせて4割程度となっています。

必然的に、通学時間も大きく異なっています（図10）。親元で暮らしている場合には、公共交通機関を利用して、「30分以上1時
間以内」「1時間以上1時間30分以内」をかけて通学している人が70％を超えています。それに対して、親元を離れている場合には、

「15分以内」「15分以上30分以内」で通学している人が55％、「1時間以内」を加えると91％に達しています。

通学手段・時間

図9　居住形態・学年別にみた通学手段

図10　居住形態・学年別にみた通学時間



15時間以上20時間未満 20時間以上10時間以上15時間未満10時間未満

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元を離れている 全体

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元で暮らしている 全体

全体 8.820.932.937.3

7.819.633.139.6

13.531.350.7

6.321.335.337.1

8.521.332.837.4

12.822.232.532.5

10.923.532.533.0

7.617.632.442.4

10.824.332.932.0

10.024.936.328.9

16.628.227.627.6

N している して
いない

時間帯（複数回答）

n 早朝
（5〜9時）

午前
（9〜12時）

午後
（12〜18時）

夜間
（18〜22時）

深夜
（22〜5時）

全体 3182 75.0 2362 9.9 31.0 49.5 79.5 15.6 25.0

親元で暮らしている

全体 1973 79.4 1556 10.8 31.5 49.8 81.4 13.5 20.6

学部1年 566 68.7 384 6.3 19.0 43.5 85.7 10.4 31.3

学部2年 531 86.3 456 10.5 31.4 47.8 81.6 13.4 13.7

学部3年 484 81.4 391 12.5 33.0 50.4 81.3 17.1 18.6

学部4年以上 392 83.2 325 14.5 44.6 59.4 76.3 12.9 16.8

親元を離れている

全体 1209 67.8 806 8.1 30.1 49.0 75.7 19.6 32.3

学部1年 398 57.8 212 4.2 15.6 41.5 80.2 17.5 45.2

学部2年 305 74.1 225 9.8 27.1 43.1 83.6 21.8 25.9

学部3年 287 72.1 202 9.4 35.1 51.5 67.3 22.3 27.9

学部4年以上 219 76.7 167 9.0 46.7 63.5 69.5 16.2 23.3

表3　居住形態別にみた定期的アルバイトの有無と時間帯（複数回答） （％）
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図11　居住形態・学年別にみた週当たりアルバイト時間数

現在の定期的なアルバイトの有無とアルバイト先をみましょう。表3のように、全体の75％が現在アルバイトをしています。そ
の比率は、親元を離れているグループよりも親元で暮らしているグループで高く、総じて高学年ほど高い傾向があります。親元で
暮らしている4年以上では83％となります。アルバイトをしている学生のほとんどは、アルバイト先が「大学とは関わりのないと
ころ」で、「大学内」の人はわずかです（数値省略）。

アルバイトの時間帯は、同表のように、親元で暮らしているグループの方が親元を離れているグループよりも「早朝（5 ～9時）」
の比率が高く、高学年ほど高くなっています。反対に親元を離れているグループでは、「深夜（22～5時）」でのアルバイトの比率
が高い傾向があります。

アルバイトをしている学生の週当たりのアルバイト時間数は、図11のとおり、親元で暮らしているグループよりも親元を離れてい
るグループで長く、かつ低学年よりも高学年で長い傾向があります。その結果、親元を離れているグループの4年以上では、45％が「週
に15時間以上」アルバイトをしています。この比率は、親元で暮らしているグループの1年では18％にとどまっています。

定期的なアルバイト



4万円以上～6万円未満 6万円以上～8万円未満 8万円以上～10万円未満 10万円以上2万円以上～4万円未満2万円未満

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元を離れている 全体

学部４年以上

学部３年

学部２年

学部１年

親元で暮らしている 全体

全体 5.110.521.829.523.49.7

10.221.828.824.510.1

6.312.530.433.216.6

6.610.423.629.319.710.4

11.925.128.523.37.0

6.312.326.126.722.66.0

6.011.121.930.821.38.9

7.917.228.628.613.8

5.912.725.831.218.16.3

6.111.723.531.618.98.2

8.912.020.332.319.67.0

N 1位 2位 3位 4位

親元で暮らしている

全体 1560 身の回り費　63.7％ 旅行・レジャー費　58.9％ コンパ・交際費　56.3％ 生活維持費　42.8%

学部1年 389 身の回り費　58.9％ コンパ・交際費　54.2％ 旅行・レジャー費　51.9％ 課外活動費　42.9％

学部2年 455 身の回り費　66.8％ 旅行・レジャー費　60.7％ コンパ・交際費　55.8％ 生活維持費　43.5%

学部3年 391 身の回り費　64.5％ 旅行・レジャー費　62.4％ コンパ・交際費　57.5％ 生活維持費　49.9%

学部4年以上 325 身の回り費　64.3％ 旅行・レジャー費　60.6％ コンパ・交際費　58.2％ 生活維持費　41.5%

親元を離れている

全体 814 生活維持費　74.9% 身の回り費　55.9％ 旅行・レジャー費　46.9％ コンパ・交際費　45.3％

学部1年 215 生活維持費　71.2％ 身の回り費　47.4% コンパ・交際費　40.0％ 旅行・レジャー費　34.9％

学部2年 226 生活維持費　79.2% 身の回り費　58.8％ 旅行・レジャー費　50.4％ コンパ・交際費　44.7％

学部3年 205 生活維持費　73.2% 身の回り費　57.6％ 旅行・レジャー費　49.3％ コンパ・交際費　46.3％

学部4年以上 168 生活維持費　76.2% 身の回り費　60.7％ 旅行・レジャー費　54.8％ コンパ・交際費　51.8％

表4　居住形態・学年別にみたアルバイト収入の用途（複数回答）
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図12　居住形態・学年別にみたアルバイト平均月収

アルバイトの平均月収は、図12のように、時間数と呼応する結果となっています。すなわち、親元で暮らしているグループよりも
親元を離れているグループで高く、かつ低学年よりも高学年で高い傾向です。その結果、親元を離れているグループの4年以上では、
41％が「6万円以上」の収入を得ています。この比率は、親元で暮らしているグループの1年では20％にとどまっています。

最後にアルバイト収入の用途をみると、表4のように居住形態ごとに大きく異なっています。親元で暮らしているグループでは、
用途としては「身の回り費」がもっとも多く、64％の人が充てています。ついで「旅行・レジャー費」、「コンパ・交際費」「生活維
持費」とつづきます。この順位は、1年のみ「旅行・レジャー費」と「コンパ・交際費」の順序が逆転し、「生活維持費」ではなく「課
外活動費」が入ります。対照的に、親元を離れているグループでは、「生活維持費」がもっとも多く、全体では75％の人がアルバイ
ト収入を充てています。ついで「身の回り費」「旅行・レジャー費」「コンパ・交際費」の順となります。親元で暮らしているグルー
プと同じく、1年では「旅行・レジャー費」と「コンパ・交際費」の順序が逆転しています。このように、学生たちはアルバイト収
入を生活維持や身の回りの費用に充て、そのうえで、余暇費用に充てていることがわかります。


